
別紙様式２ 
 

令和７年 春の「 郷土
ふるさと

に学び・育む青少年運動」における特色ある取組 

市町村名（   阿 久 根 市   ） 

事 業 名 
第３８回「花壇コンクール」（市子ども会

育成連絡協議会，市生涯学習課共催） 
実施時期 ２月１５日(土) 

趣旨又は目的 

植物を育てることを通して，一人ひとりが目標や楽しみをもって自主的に活動す

る子ども会の育成を目指す。特に，冬の活動活性化を図ることを目的とする。 

参 加 者 

（人 数） 

子ども会・育成会（花壇の手入れ）及び市子連・生涯学習課（審査） 

活 動 概 要 

子ども会が管理してきた花壇を次のような審査項目で審査し，各賞を授与しさら

なる活性化を図る。 

＜審査項目＞ 

〇 花は美しく咲きほこっているか。 

〇 花壇の手入れがなされているか。 

〇 花壇ノートの記入がされているか。（育成家庭・世話・写真・絵など） 

〇 花の種類等考えて植えてあるか。 

〇 花の名札や花壇の立て札などに子ども会員の工夫がみられるか。 

〇 花壇全体や周囲との全体的なバランスが考えられているか。 

９つの子ども会が参加し，審査を行った。尚，各賞の受賞は，４月の子連総会で

表彰される。 

活 動 写 真 

[説 明] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【審査の様子】 【タイヤを活用した花壇】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【花壇ノート】 【花の名札】 

 



別紙様式２ 
 

令和７年 春の「 郷土
ふるさと

に学び・育む青少年運動」における特色ある取組 

市町村名（   阿 久 根 市   ） 

事 業 名 
交通安全指導及びあいさつ運動 

（大川小学校） 
実施時期 ４月７日～８日 

趣旨又は目的 

・ 新年度が始まり新１年生も入学してくることから，年度当初にしっかりと交通

ルールや通学路を確認する。 

・ 児童と地域がふれあう機会を設けるとともに，大人が子どもの良い手本となる

あいさつをすることによって，社会規範の意識を高める。 

参 加 者 

（人 数） 

７日：６人 

８日：７人 

活 動 概 要 

・ 朝の登校時間は，車の通行量が多く，通学路は道幅も狭いため，交通安全指導

をおこないながら，子ども達の見守り活動を行う。 

活 動 写 真 

[説 明] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【登校時の交通安全指導及びあいさつ運動】 

 

 



別紙様式２ 
 

令和７年 春の「 郷土
ふるさと

に学び・育む青少年運動」における特色ある取組 

市町村名（   阿 久 根 市   ） 

事 業 名 
地域の高齢者の方との交流学習 

（脇本小学校） 
実施時期 ３月 

趣旨又は目的 

地域の高齢者の方々と交流することで，地域のことをより深く具体的に理解でき

るようにする。 

参 加 者 

（人 数） 

脇本小学校４年生 ３１名 

地域の高齢者の方々 ９名 

社会福祉協議会の方 １名 

活 動 概 要 

〇地域の高齢者の方々の紹介 

〇児童と高齢者の方とのレクリエーション活動 

〇地域の方へお礼の言葉 

活 動 写 真 

[説 明] 

【レクリエーション活動】 

児童と地域の高齢者の方々とレク

リエーションと通して交流を深めて

いる様子 

 

 

 

 

 

 

【地域の方へお礼の言葉】 

児童から地域の高齢者の方々へお

礼の言葉を述べている様子 

 



別紙様式２ 
 

令和７年 春の「 郷土
ふるさと

に学び・育む青少年運動」における特色ある取組 

市町村名（   阿 久 根 市   ） 

事 業 名 社会人に学ぶ（三笠中学校） 実施時期 ３月上旬 

趣旨又は目的 

・ 職業や自己の将来への関心を高め，自己理解の必要性と将来への希望を自覚し

計画的に自己実現に向けて努力する態度を養う。 

・ 高齢者への声掛けロールプレイング，疑似体験等を通して相手の立場に立って

考える態度を育成する。 

参 加 者 

（人 数） 

３年生全生徒（４４名） 

活 動 概 要 

阿久根市地域包括センター職員による指導講話 

活 動 写 真 

[説 明] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スライドを使用しての説明 疑似体験用の装具を装着 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

体験したことを共有 

 



別紙様式２ 
 

令和７年 春の「 郷土
ふるさと

に学び・育む青少年運動」における特色ある取組 

市町村名（    摩川内市   ） 

事 業 名 
交通指導・あいさつ運動の実施 

（川内中央地区青少年健全育成会） 
実施時期 ４月７日 

趣旨又は目的 

新年度の児童生徒の交通事故の防止（ＰＴＡ・児童委員等） 

参 加 者 

（人 数） 

約５０人（５校小中学校区） 

活 動 概 要 

児童生徒の通学路（各校区）において、交通指導・あいさつ運動を行い児童生徒が

安全な登下校ができるように見守り活動を行った。 

活 動 写 真 

[説 明] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年度初めの交通指導・あいさつ運動 

 



別紙様式２ 
 

令和７年 春の「 郷土
ふるさと

に学び・育む青少年運動」における特色ある取組 

市町村名（    摩川内市   ） 

事 業 名 
青少年健全育成会講演会 

（水引小中学校） 
実施時期 ３月７日 

趣旨又は目的 

子供を健全に育成するために、親は子供に対してどのような考えを持ち、どのよ

うな接し方をすればよいのかを学び、今後の子育てのヒントとする。 

参 加 者 

（人 数） 

２７人 

活 動 概 要 

水引校区青少年健全育成会員と学校保健委員会員、ＰＴＡ会員に案内を送り、講

演会を実施した。講師は純心大学の先生にお願いをした。 

（講師） 

鹿児島純心大学大学院准教授（医学博士・臨床心理士・公認心理士）石井洋平氏 

活 動 写 真 

[説 明] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子育てをする上で愛着形成を築くためのコツをお聞きすることができた。 

また、支援することの大切さや、支援は甘やかしではないとうことを学ぶことが

できた 

 



別紙様式２ 
 

令和７年 春の「 郷土
ふるさと

に学び・育む青少年運動」における特色ある取組 

市町村名（    摩川内市   ） 

事 業 名 挨拶運動（水引小中学校） 実施時期 ４月８日～４月１５日 

趣旨又は目的 

水引校区青少年健全育成会員と学校職員・保護者が「交通安全指導」及び「挨拶運

動」を行うことを通して、子供たちの交通安全への啓発や事故防止につなげていく。 

参 加 者 

（人 数） 

１２人 

活 動 概 要 

水引，寄田，滄浪，湯田，西方の５地域に安全運転を呼び掛けるのぼり旗を設置

し、学校職員，保護者，ボランティアの方が協力して７時３０分から８時００分までの

３０分間，学校校門周辺や通学路で「交通安全指導」及び「挨拶運動」を行った。 
また、指導後に子供たちの登校や挨拶の様子について情報交換を行った。 

活 動 写 真 

[説 明] 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校周辺の交通量が多い場所で安全確認も兼ねて、挨拶運動を行った。 

 

 

 

 

 

 



別紙様式２ 
 

令和７年 春の「 郷土
ふるさと

に学び・育む青少年運動」における特色ある取組 

市町村名（    摩川内市   ） 

事 業 名 
交通安全指導 

（下 育成会・長浜小学校） 
実施時期 ４月１８日 

趣旨又は目的 

児童が，道路における様々な危険を理解し，自分自身の安全について積極的

に考えることができるようにする。また，正しい歩行の仕方を理解し，安全に歩

行できるようにする。 

参 加 者 

（人 数） 

長浜小学校１・２年生児童 ７名 

学校職員 ２名 

警察官 １名 

活 動 概 要 

１ 道路における危険と安全な歩行について，警察官の話を聞く。 
２ 模擬道路で，横断歩道の安全な歩き方の練習をする。 
３ 集団下校をし，道路における危険を見つける。 
４ 下校途中にある横断歩道を安全に渡る。 

活 動 写 真 

[説 明] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道路の危険について，警察官の話を 横断歩道の安全な歩き方について， 
聞いている様子。 手本を見ている様子。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

横断歩道の歩き方の練習をしている様子。 

 



別紙様式２ 
 

令和７年 春の「 郷土
ふるさと

に学び・育む青少年運動」における特色ある取組 

市町村名（    摩川内市   ） 

事 業 名 
ウミネコ留学生お別れの式 

（鹿島小学校・鹿島地区健全育成会） 
実施時期 ３月２５日 

趣旨又は目的 

・ ウミネコ留学で学んだことを発表するとともに，里親や地域の方へ感謝の気持

ちを伝える。 

・ 巣立っていく留学生との思い出を振り返りながら，感謝の気持ちで送り出すこ

とができるようにする。 

参 加 者 

（人 数） 

留学生を含む全児童，保護者，里親，地域の方々，教職員 

活 動 概 要 

・ ウミネコ留学で学んだことや思い出を発表する。 

・ 在校生や里親，地域の方々へ感謝の言葉を伝える。 

・ 留学生との思い出を振り返り，感謝の気持ちで見送る。 

活 動 写 真 

[説 明] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【お別れの式】 【お別れの式】 

校長による巣立つ留学生への話 お別れのことば 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【お別れの式】 【出発式での見送り】 

記念品贈呈 

 


